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参考資料の配付について 

 

 このことについて，令和８年１０月２８日に開催された「函館市地域公共交通

協議会 令和８年度第３回総会」において議題として提出された資料を，下記の

とおり配付いたします。 
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  ・函館市地域公共交通協議会 令和８年度第３回総会資料 
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函館市地域公共交通協議会令和8年度第３回総会 議題概要 

 

〇議題 
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資料 ３   函館市地域公共交通計画の令和７年度評価 

 

議題 
番号 議題 概要 

１ 

令和８年度西部地区 AI デマンド交

通実証運行（夏季）の実施結果等に

ついて 

令和８年８月・９月の夏季に西部地区で実証運行を

おこなったＡＩデマンド交通（乗合タクシーおでか

け号）について，実施結果を提示した上，１２月～

２月の冬季運行へ向けた改善案等について協議す

るもの。 

２ 

令和７年度地域公共交通バリア解消

促進等事業（バリアフリー化設備等

事業）の評価について 

国のユニバーサルデザインタクシー導入補助金 

について，令和７年度の計画に対して評価を実施す

るもの。（目標達成） 

３ 
函館市地域公共交通計画の令和７年

度評価について 

函館市地域公共交通計画について，令和７年度実

施事業の報告をし，評価について協議するもの 



函館市地域公共交通協議会

令和８年度西部地区AIデマンド交通実証運行
（夏季）の実施結果等について

資料１



１-１．実証概要
夏季実証運行の概要

実証期間 令和８年８月３日（月）～令和８年９月３０日（水）[５９日間]

運行時間 毎日）８：００～１７：００（土日祝日含む）

運行範囲 右図に示す範囲（函館山の麓の１１町と函館市役所周辺）

運行車両
・「専用車両」１台。混雑状況等を踏まえ，営業車両から切り替え運行する
「切替車両」１台を用意
・運行は市内タクシー事業者から入札で決定した函館タクシー㈱へ委託

運行方式 道路運送法第２１条許可（予約制・区域運行）

予約方法 電話 （函館タクシー㈱）またはWEB

運 賃

・大人(中学生以上) 500円
・小児(満1歳～小学生)，身体・療育・精神の障がい者手帳を
お持ちの方とその介護人の方 250円

・乳児(満1歳未満) 無 料
・１日複数回割引 １００円引
・WEB回数券 ５回分 1,800円／11回分 4,000円

システム （株）未来シェア製「SAVS」

周知状況

・チラシ…運行範囲内全戸配布，町会回覧板での配布
・ポスター…地域内商業施設・医療機関・公共施設等約100カ所掲載
・他媒体の掲載
広報市政はこだて8月号，函館市公式LINE・X，
新聞（北海道新聞・函館新聞），テレビ（NHK・STV）
ラジオ（FMいるか）
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※運行区域の
町毎の人口・
老年人口
（令和８年
８月末時点）

総数

9,668 4,315 44.6%

入  舟  町 474 241 50.8%

船　見　町 730 318 43.6%

弥　生　町 898 382 42.5%

弁　天　町 792 329 41.5%

大  　　 町 532 202 38.0%

末　広　町 792 384 48.5%

元 　　　町 825 360 43.6%

青　柳　町 1,534 649 42.3%

谷地頭町 1,153 516 44.8%

住　吉　町 728 418 57.4%

宝  来  町 1,210 516 42.6%

老年人口

函館市役所



１-２．前回との比較

運行内容における変更点
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サービスレベルを向上させた点

１ 運行範囲の拡大（市役所周辺を飛び地設定）

２ 運行時間の延長（9:00～16:30 → 8:00～17:00)

３ WEB予約におけるかんたん操作画面・LINEログインの導入

サービスレベルを低下させた点

１
運賃の増加（通常３００円⇒５００円，割引１５０円⇒２５０円）
※増加の負担感を軽減するため，複数回利用割引やお得な回数券を導入

２
運行車両台数を削減（専用・切替ともに２台→１台）
※一方で，乗合発生率は高まることが期待される

前回実証運行（令和６年度）の結果，「収益性に大きな課題があり，現状の運行内容のまま持続的な
運行は困難」とされたことから変更を行ったもの



１-３．利用促進状況
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愛称の導入

• 令和6年度実証運行結果において，名称「AIデマン
ド」を理解することが難しい高齢者がいるといった意見を
受けたことから，町会との意見交換を経て「西部地区
乗合タクシー おでかけ号」という愛称を設定

• 元町認定こども園の園児たちによるデザインのマグネット
シートを作成し，地域住民の親しみと，車両の視覚的
インパクトを高めた

• 園児による貼り付け時は新聞やテレビでも報道された。

説明会開催回数の増加

• 期間中の開催回数１８回，参加者２３６名
※R6全体でも開催回数１３回，参加者１５０名
であり，夏季の時点で前回よりも回数・参加者数とも
多くなっている。

• R6年度は希望者参加型の説明会を開催したが，今
回は町会や福祉事業者等の協力をいただき，住民
（特に高齢者）が集まる機会に出向き説明を行った。

周知チラシの工夫

• 町会等との意見交換において，「電話での予約の仕方
がわからず，怖い」・「何のために利用できるかわからな
い」といった地域住民の声があることを確認したため，チ
ラシに電話予約時の台本や，利用例を記載した。

地域の商店街等との協力

• AIデマンド交通を利用して来店した方向けの特典として，
令和6年度実証運行時に協力いただいた「谷地頭温
泉（大人入浴料５０円引き）」のほか，地域の飲食
店4店の協力を得た。

• 9月６日開催の西部地区バル街実行委員会の協力を
得て，当日券販売ブースでの周知や，参加店舗内で
のチラシの配布を行った。



２ー１．夏季運行結果（利用実績）
（１）予約数・延べ利用者数等

• 実証期間中の予約数（キャンセルを除く）は５６７件，延べ利用者数（使用された座席数）は６０１人，乗合数
（予約数のうちの乗合数。１名と１名が乗り合い⇒２件と計上）は８７件であった。

• １日平均の延べ利用者数は１０．１８名となり，令和６年度実証の１０・１１月よりも多くなっている。また，乗合率
も増加し，専用車両の運行台数を２台から１台に減らしたことによる効果が窺える。
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８月 ９月 合計 R6.10/11月

日数 ２９ ３０ ５９ ４７

予約数 ２４３ ３２４ ５６７ ４１４

延べ利用者数 ２５５ ３４６ ６０１ ４６２

（１日平均） ８．７９ １１．５３ １０．１８ ９．８

乗合数 ３２ ５５ ８７ ２８

乗合率 １３．１６％ １６．９７％ １５．３４％ ６．７６％

電話予約数 １７９ ２５７ ４３６ ３２９

WEB予約数 ６４ ５８ １２２ ８５

アカウント数 ７２ ３０ １０２ １０３

※ 切替車両の運行実績：9/6(日) ７時間（西部地区バル街開催時間中の運行，R6は切替車両の運行実績なし）



２ー１．夏季運行結果（利用実績）
（２）利用状況（曜日・時間帯毎）
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２ー１．夏季運行結果（利用実績）
（３）利用状況（乗車地）

＜乗車地（町別）＞ ＜乗車地種別＞
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入舟 25

船見 58

弁天 33

大町 50

弥生 44

末広 129

元町 21

青柳 14

谷地頭 68

住吉 66

宝来 39

東雲 17

旭町 0

大手町 1

若松 2

合計 567

自宅 226

買い物（スーパー等） 114

その他（住所のみ） 79

医療機関（病院・歯科・薬局等） 39

温泉 31

飲食店 24

公共施設 12

神社・寺社 11

市役所 8

交通（電停・バス停） 5

宿泊施設 5

郵便局 3

学校 2

美容室等 2

公園 2

墓地 1

観光施設 1

介護・福祉施設 1

町会館 1

合計 567

• 町別の乗車地では，前回
同様に末広町が最も多く
なった。これに次いで，谷地
頭町・住吉町・船見町・大
町が多くなった。

• 種別では，自宅からの乗
車が最も多く，次いで買い
物（スーパー等）・住所の
み・医療機関の順に多く
なった。

• なお，末広町の種別では
買い物が半数以上であり，
次いで医療機関・公共施
設がある。

• 「自宅」の町別内訳としては，
住吉が最も多く，弥生，
入舟、大町、谷地頭の順に
多い

• 運行範囲を拡大した結果，
東雲町からの利用が，青
柳町よりも多くなった。



２ー１．夏季運行結果（利用実績）
（４）利用状況（降車地）

＜降車地種別＞＜降車地（町別）＞
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入舟 27

船見 37

弁天 22

大町 47

弥生 57

末広 120

元町 37

青柳 14

谷地頭 63

住吉 52

宝来 37

東雲 34

旭町 1

大手町 3

若松 16

合計 567

自宅 201

医療機関（病院・歯科・薬局等） 85

その他（住所のみ） 72

買い物（スーパー等） 58

飲食店 38

温泉 27

交通（電停・バス停） 18

公共施設 15

神社・寺社 13

市役所 11

銀行 9

郵便局 4

観光施設 4

町会館 3

学校 3

美容 2

公園 2

宿泊施設 1

墓地 1

合計 567

• 町別の降車地では，乗車
地同様に末広町が最も多く
なった。これに次いで，谷地
頭町・弥生町・住吉町・大
町が多くなった。

• 種別では，自宅での降車
が最も多く，次いで医療機
関・住所のみ・買い物
（スーパー等）の順に多く
なった。

• 末広町の内訳では買い物
が最も多く，医療・公共施
設・その他が次いで多くなっ
た。

• 「自宅」では弥生が最多と
なり，住吉・入舟・谷地頭
が次いで多くなった。

• 運行範囲を拡大した結果，
東雲町・若松町の降車が
多くなった。



２ー２．夏季運行結果（利用者アンケート）
（１）利用者アンケート（１／２）
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②運行内容について，それぞれどのように感じましたか
（一つを選択）

良い 普通 悪い

予約しやすさ 80% 12% 8%

運賃 72% 28% 0%

運行範囲 41% 41% 18%

運行時間 50% 40% 10%

待ち時間の長さ 74% 26% 0%

おでかけ号という名前 78% 22% 0%

①おでかけ号をまた利用したいですか（一つを選択）

利用したい 93%

どちらともいえない 7%

利用したくない 0%

③おでかけ号をどこで知りましたか
（複数回答可）

チラシ 50%

市政はこだて 36%

説明会 11%

新聞記事 7%

その他 7%

ポスター 4%

ホームぺージ 4%

知人からの紹介 4%

• おでかけ号利用者に対し，利用の感想等について，アンケート用紙への記入等により調査を行った。（回答数２８件）



２ー２．夏季運行結果（利用者アンケート）
（２）利用者アンケート（２／２）
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④おでかけ号が将来も継続して運行される場合，
日常生活はどう変わると思いますか。
（複数選択可能）

気軽におでかけできる 41%

外出の機会が増える 22%

自力で外出できる 22%

自家用車の利用機会が減る ５%

その他 2%

特に変わらない 7%

⑤おでかけ号から，路線バスや市電へ乗り継いで
運行範囲外へ移動することについて，どう思いま
すか。（一つを選択）

条件が合えば乗継したい 46%

乗継してみたい 23%

わからない 4%

乗継したくない 27%

• 運行時間と運行期間を長くしてほしい。（運行時
間：１９時まで，期間：冬の終わりまでを希望）

• 市役所まで行けるのと同じように函館駅も行ける
ようにしてほしい

• 大変助かっている。長く続いてほしい
• 初めて利用したが運転手さんも感じが良く，ま

た利用したいと思う。

⑥おでかけ号に関する感想・意見等（自由記述）

肯定的なもの 改善を求める意見



２ー２．夏季運行結果（利用者向けインタビュー）

複数回利用している利用者に対し，許可を得た上でインタビューを行った。
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①高齢者
• 自宅から電停まで歩くのも大変なため（住吉町

／８０代女性／４０回以上利用）
• 入舟町から谷地頭温泉へ市電で移動する際，

十字街で乗り換えなければならないため（入舟
町／６０代女性／１０回以上利用）

• 低床車両でもステップの乗降がつらいため（弥
生町／８０代女性／４０回以上利用）

• 坂の上に居住していて，電停やバス停まで移動
することもつらいため（船見町／７０代女性／
１０回利用）

• 値段も気にならず，帰りが100円引きとなること
もよい。なお，令和6年度にも運行していたこと
は知らなかった。（住吉町／80代女性／10回
以上利用）

②生産年齢
• 首都圏と2拠点生活をしているため，個人とし

ては自家用車を所有していない。仕事等での移
動の際は家族が運転する車に乗るが，諸事情
により家族が運転ができなくなっていたため。
（船見町／30代女性／３０回以上利用）

（１）おでかけ号を利用する理由について （２）他の地域住民が使用する可能性について

• 近所の方がよく移動する函館駅や栄町の整骨院に
運行範囲が広がればよい（住吉町／８０代女性
／４０回以上利用）

• お年寄りは一人で移動することが怖いのだと思う。
一緒に移動できるという認識が広まればよい（入舟
町／６０代女性／１０回以上利用）

• 立地上，近所の高齢者はよくタクシーを利用してい
るが，すでに各自で懇意にしているタクシー会社が
ある。その中で頼みづらいのかもしれない。（住吉
町／８０代女性／１０回以上利用）

• 坂の上に居住しており，近所に高齢者も多いが，
季節的に歩けるうちは健康維持のためにも歩くよう
にしている方がいる。冬季になれば歩くことも困難と
なるため，利用が増えるかもしれない。（船見町／
７０代女性／１０回利用）



２ー２．夏季運行結果（その他の利用者の声）
運行事業者アンケート結果（運転手・コールセンター）
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町会長によるヒアリング結果

おでかけ号を「利用しない理由」について，町会員
向けに聞き取りを行った結果を報告いただいた。

自家用車を使用しているため 26

特に理由はない 13

運行範囲内に移動先がないため 5

運賃が高いため 5

外出する機会がないため 4

乗合により到着が遅れる恐れがあるため 2

お元気バス利用者へのヒアリング結果

おでかけ号の運行範囲内のみを運行する，函館バ
ス㈱の路線バス「お元気バス」利用者に対して，ヒア
リングを行った。なお，ヒアリングできた全員がおでか
け号を知っていた。

●おでかけ号でなくお元気バスを利用する理由

・おでかけ号の運賃が高いため

・路線バスを利用しないと，この路線がなくなって
しまうため，あえて利用している

・どちらも利用しており，温泉はお元気バス，買い
物や通院はおでかけ号と，使い分けている。

利用者から聞いた肯定的な意見 利用者から聞いた課題

・安くて助かる。
・値上がりしたため，年金暮らしには厳しい

・乗合すると目的地到着まで時間がかかる

・指定場所の目の前まで来てくれてありがた
い

・運行範囲がもう少し広い方が良い。希望の降車地が
エリア外だった

・待ち時間が長い



２ー３．夏季運行結果（収支）

〇収入（運賃収入）

〇支出(ランニングコストのみ）

運行委託費（運行業務・コールセンター） ２，３６５，８６８円

システム使用料（２カ月分） ３００，０００円

合 計 ２，６９９，４２７円

運賃収入の収支率 ９．５５％

※R6全体
運賃収入 618,600円
ランニングコスト 8,690,000円

収支率 ７．１１％ 12

※ 実際に支出した運行委託費は運賃収入を差し引いた金額となるが，本頁では運賃収入を「収入」に記載するため，「支出」には差し引き前の運行委
託費を計上している。

通常運賃
(500円)

障がい
(250円)

通常２回目
(400円)

障がい２回
目(150円)

回数券
(100円)

回数券２回
目(０円)

回数券
販売

合 計

８月

１２０人 ３１人 ４９人 ２０人 ２４人 11人 ６枚

１１１，３５０円
60,000円 7,750円 19,600円 3,000円 2,400円 0円 19,600円

９月

１７０人 ２９人 ９０人 ２０人 20人 １５人 ５枚

１４６，６５０円
85,000円 7,250円 36,000円 3,000円 2,000円 ０円 13,400円

合 計 ２５８，０００円

夏季のみの収支状況では，前回よりも高い収支率となっている。



３ー１．夏季運行結果総括

• 利用実績は前回よりも増加し，収支率も現状値では前回よりも上昇している上，利用者
アンケートも前回同様に9割以上がまた利用したいと回答している。

• 一方で，本格運行を見据えた場合，さらなる利用者数の増加が必要となる。
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〇収支状況想定と夏季運行結果の比較

（１）日車営収を参照した場合
函館交通圏のタクシー事業者の「日車営収」（タクシー1
台が1日で稼いだ売上の平均値）を参照する。日車営
収に近い収入があれば，通常のタクシー営業を行わない
ことの機会損失にはあたらないとみなすことができる。

（２）国庫補助金を参照した場合
国のフィーダー補助（幹線に接続する公共交通の運行赤
字額に対する補助）においては時間毎の経常費用（運行
経費）単価が定められており，これに基づき計算された経
費を収入が下回る場合に，その費用が補助対象経費＝
赤字となる。※西部地区は本補助金の対象外である

・令和5年度日車営収（函館交通圏）
２４，９８３円／日

（９，１１８，７９５円／年）

・おでかけ号夏季の運賃収入平均
４，３７２円／日

（１，５９５，７８０円／年）

・比較すると，20,611円が通常のタクシー営業収入より
も低くなり，年間では7,523,015円の大幅な赤字となっ
てしまう。

・令和7年度標準経常費用単価
3,776.77円／時

➡おでかけ号の運行時間は１日９時間
33,990.93円／日

➡年間 12,406,689.45円

・おでかけ号夏季の運賃収入平均（左記再掲）
➡年間 １，５９５，７８０円

・比較すると，１０，８１０，９０９円が赤字となる。



３-2．冬季運行における改善案
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改善案 実施内容 備 考

（新）

運賃半額
キャンペーン

１２月１日の運行開始から１週間の運賃を半額とし，これまで利用のなかった
方のハードルを下げ，利用促進につなげる。

●運賃
・大人（中学生以上） ５００円 ⇒ ２５０円
・小児（満１歳～小学生）・障がい者手帳をお持ちの方およびその介護者

２５０円 ⇒ １３０円

※１日複数回割引
や回数券との重複
使用は不可とする。

※１日１回目の乗
車時が複数名であっ
た方が，２回目以降
は１人であった場合，
１日複数回割引を
適用する。

例）行き２人
運賃：３５０円/人

帰り１人
運賃：４００円

（新）

相乗り割引

・予約時・乗車時の人数が２人以上であった場合，運賃を一人１５０円割引
する。
・通常のタクシーのように，相乗した際に運賃が割引とならないことが利用のハード
ルとなっている方の利用を促進することで利用者の増加につなげる。
※ 乗合発生時の割引は行わない

●運賃
・大人（中学生以上） ５００円 ⇒ ３５０円
・小児（満１歳～小学生）・障がい者手帳をお持ちの方およびその介護者

２５０円 ⇒ １００円

運賃のイメージ １人（変更なし） ２人 ３人

大人・１日１回目 ５００円 ３５０円／人

大人・１日２回目以降 ４００円 ３５０円／人

小児等・１日１回目 ２５０円 １００円／人

小児等・１日２回目以降 １５０円 １００円／人



４．今後の予定
・本ワーキンググループ会議での協議後，運行内容の変更が必要とされる場合は，次
回総会にて協議後，運行事業者である函館タクシー㈱より，道路運送法第21条許可の
申請を行う。
・運行内容の変更が生じる場合は，11月頃から変更内容の周知を開始していく。
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令和７年度函館市生活交通改善事業計画 

（ユニバーサルデザインタクシー等導入促進事業） 

 

令和８年（2026年）２月 16日     

（名称）  函館市地域公共交通協議会 

（代表者名）会長 佐々木 恵一   
 

１．生活交通改善事業計画の名称 

 令和７年度函館市生活交通改善事業計画 

（ユニバーサルデザインタクシー等導入促進事業） 
 

２．バリアフリー化設備等整備事業の目的・必要性 

ユニバーサルデザインタクシー等（福祉タクシー車両を含む。以下同じ。）の導入は，高

齢者や障がい者をはじめとした多様なタクシー利用者の移動の利便性や安全性の向上に寄

与する公共性の高い事業であり，今後においても誰もが利用しやすい環境を整備するため，

導入を促進する必要がある。 

 

３．バリアフリー化設備等整備事業の定量的な目標及び効果 

（１）事業の目標 

令和７年８月１日現在，函館市内に主な営業所を置くタクシー事業者が運行するユニバー

サルデザインタクシーの台数は１１１台であり，タクシー車両全体の１６．４２％となって

いる。今後もユニバーサルデザインタクシーの導入を促進するため，令和７年度中にユニバ

ーサルデザインタクシー１６台を導入する。 

なお，函館市を含む函館交通圏が，「特定地域及び準特定地域における一般乗用旅客自動 

車運送事業の適正化及び活性化に関する特別措置法（平成二十一年法律第六十四号）」に基 

づく準特定地域としての指定を受けていることから，ユニバーサルデザインタクシー車両の 

導入にあたっては現行車両との代替によるものとする。 

 

 

（２）事業の効果 

函館市内においてタクシーを利用するすべての人が快適に移動できるようになるほか，特

に高齢者や障がい者等にとっては，移動に係る身体の負担が軽減され，移動の円滑化が図ら

れる。 

 

４．バリアフリー化設備等整備事業の内容と当該事業を実施する事業者 

事業の内容：実施事業者（補助対象事業者） 

（内容）ユニバーサルデザインタクシー １６台（すべてレベル１） 

（株）桔梗ハイヤー      ３台 

函館交通（株）        ３台 

東海ハイヤー（株）      ３台 

相互交通㈱          ５台 

函館第一交通（株）      ２台 

 

 

（実施事業者（補助対象事業者）の身体・知的・精神の３区分における運賃割引率について） 

別紙のとおり 

 

資料２－１ 
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５．バリアフリー化設備等整備事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

令和７年度（当該年度） 

事業の 

名称 

総事業費 

割合 

国費 

割合 

都道府県 

負担割合 

市区町村 

負担割合 

（予定） 

事 業 者 

負担割合 

ユニバー

サルデザ

インタク

シー等導

入促進事

業 

48,000千円 9,600千円 0千円 4,800千円 33,600千円 

100％ 20.0％ 0.0％ 10.0％ 70.0％ 

合 計 
48,000千円 9,600千円 0千円 4,800千円 33,600千円 

100％ 20.0％ 0.0％ 10.0％ 70.0％ 

※総事業費については見込み額を記載。 

 

※国費負担（補助金）額は，レベル１・２：１台あたり６０万円， 

レベル準１ ：１台あたり４０万円として記載。 

 

※市負担（補助金）額は， レベル１・２：１台あたり３０万円， 

レベル準１ ：１台あたり２０万円として記載。 

 

６．計画期間 

 

以下項目別に概ねの着手・実施期間を矢印（←→）、または横棒線（―――）で記載。 

●で年度ごとの事業着手日、事業完了日を記載 

 
事業の名称 

令和７年度   

4月   9月  12月  3月   

ユニバーサル

デザインタク

シー等導入促

進事業 

 

 

  

７．協議会の開催状況と主な議論  

 

令和３年８月１３日 令和３年度第２回函館市生活交通協議会（書面協議）を開催 

           令和３年度函館市生活交通改善事業計画（ユニバーサルデザインタクシ

ー等導入促進事業）を承認 

 令和４年４月２５日 函館市生活交通協議会の後継となる函館市地域公共交通協議会を設立 

令和４年６月２４日 令和４年度第２回函館市地域公共交通協議会を開催 

           令和４年度函館市生活交通改善事業計画（ユニバーサルデザインタクシ

ー等導入促進事業）を承認 

令和５年８月２８日 令和５年度第２回函館市地域公共交通協議会を開催 

           令和５年度函館市生活交通改善事業計画（ユニバーサルデザインタクシ

ー等導入促進事業）を承認 

令和６年７月１２日 令和６年度第３回函館市地域公共交通協議会を開催 

           令和６年度函館市生活交通改善事業計画（ユニバーサルデザインタクシ

ー等導入促進事業）を承認 

令和７年８月２２日 令和７年度第３回函館市地域公共交通協議会を開催 

           令和７年度函館市生活交通改善事業計画（ユニバーサルデザインタクシ

ー等導入促進事業）を承認 

 

３月末日完了 

７月着手
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８．協議会メンバーの構成員 

関係都道府県 
北海道渡島総合振興局地域創生部， 

北海道渡島総合振興局函館建設管理部 

関係市区町村 函館市企画部，土木部，港湾空港部 

交通事業者・交通 

施設管理者等 

函館バス(株)，函館市企業局交通部，北海道旅客鉄道(株)， 

道南いさりび鉄道(株)，(一社)函館地区ハイヤー協会， 

函館地区バス協会，函館地区交通運輸産業労働組合協議会， 

北海道開発局函館開発建設部，北海道警察函館方面本部， 

北海道警察函館方面函館中央警察署， 

北海道警察函館方面函館西警察署 

地方運輸局 北海道運輸局鉄道部，北海道運輸局函館運輸支局 

その他協議会が 

必要と認める者 

函館工業高等専門学校，公立はこだて未来大学，函館大学， 

函館市町会連合会，函館市社会福祉協議会，函館市女性会議 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

 

（住 所）北海道函館市東雲町４番 13号         

（所 属）函館市企画部計画推進室交通政策課     

（氏 名）佐々木 健人               

（電 話）（0138）21-3625               

（e-mail）bus@city.hakodate.hokkaido.jp       

mailto:bus@city.hakodate.hokkaido.jp


別紙１

令和8年10月28日

協議会名： 函館市地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域公共交通バリア解消促進等事業（バリアフリー化設備等整備事業）

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

誰もが利用しやすい環境を整
備するため，今後もユニバーサ
ルデザインタクシーの保有台
数を増やし，利便性を向上させ
る。

(株)桔梗ハイヤー
ユニバーサルデザインタクシー
３台購入

A
誰もが安心して利用できる
移動手段の確保を図ること

ができた。
（初年度実施）

（初年度実施）
誰もが安心して利用できる
移動手段の確保を図ること

ができた。
函館交通(株)

ユニバーサルデザインタクシー
３台購入

計画通り事業は適切に実
施された。

A A

誰もが利用しやすい環境を整
備するため，今後もユニバーサ
ルデザインタクシーの保有台
数を増やし，利便性を向上させ
る。

函館第一交通（株）
ユニバーサルデザインタクシー
２台購入

A
計画通り事業は適切に実

施された。
（初年度実施） A

誰もが安心して利用できる
移動手段の確保を図ること

ができた。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

計画通り事業は適切に実
施された。

④事業実施の適切性

A

⑤目標・効果達成状況

誰もが利用しやすい環境を整
備するため，今後もユニバーサ
ルデザインタクシーの保有台
数を増やし，利便性を向上させ
る。

東海ハイヤー（株）

誰もが利用しやすい環境を整
備するため，今後もユニバーサ
ルデザインタクシーの保有台
数を増やし，利便性を向上させ
る。

（初年度実施）相互交通（株）
ユニバーサルデザインタクシー
５台購入

A
計画通り事業は適切に実

施された。

誰もが安心して利用できる
移動手段の確保を図ること

ができた。

A
誰もが安心して利用できる
移動手段の確保を図ること

ができた。

ユニバーサルデザインタクシー
３台購入

A
計画通り事業は適切に実

施された。
A

誰もが利用しやすい環境を整
備するため，今後もユニバーサ
ルデザインタクシーの保有台
数を増やし，利便性を向上させ
る。

（初年度実施）

資料２－２



函館市地域公共交通計画の
令和７年度評価について

令和８年１０月

函館市

資料３

・本計画は函館市が令和6年1月に，地域の公共交通政策のマスタープランとして策定。（計画
期間:令和６年度～令和１０年度）本市の公共交通課題として，人口減少等による公共
交通利用者の減少，運転手不足等をあげ，これに対して「まちづくりと一体となった，将来にわ
たって持続可能な公共交通ネットワーク」を構築することを基本理念としている。
・本計画は法律上，毎年度，施策の実施状況についての調査・分析及び評価を行うよう努める
ものとされており，函館市地域公共交通協議会において構成機関の認識の共通化を図りつつ，
進捗を管理して運用する必要があり，これまで令和６年度評価を令和７年度第５回総会にて
協議していたところ。（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第7条の2第1項）

1-1. 函館市地域公共交通計画について

課題①：バス路線網が複雑に入り組んでいるなど，高齢者の

通院・買物，通勤・通学，観光客にとって利用しに

くい

課題②：路線バスなどの公共交通の利便性が低いエリアが

存在

課題③：人口減少に加え，コロナ禍により，路線バスなど

の利用者数が低迷

課題④：バス・タクシードライバーの高齢化などにより，

公共交通の担い手が不足

まちづくりと一体となった
将来にわたって持続可能な
公共交通ネットワークの構築

●解決すべき公共交通の課題

●函館市地域公共交通計画の基本理念

●目指すべき将来の公共交通ネットワーク



・本計画においては，基本理念に基づき，基本方針と計画目標を掲げ，計画目標達成のた
め，７種の施策に取り組むこととしている。
・また，計画の評価指標として５項目を挙げており，本指標に基づき，モニタリングが行われて
いる。

１-2. 函館市地域公共交通計画の施策・評価指標について

基本方針Ⅰ

市民生活を

支える効率的で

利便性の高い

公共交通ネット

ワークの形成

基本方針

基本方針Ⅱ

来訪者に

とっても

わかりやすい

公共交通の形成

基本方針Ⅲ

公共交通の

持続性の確保

計画目標 施策

② 地区特性に応じた運行形態の
見直しによる交通の確保

③ バス路線網を踏まえた交
通結節点の乗継利便性向上

⑦ 公共交通ドライバーの確保

⑥ 来訪者にとっても公共交通を
利用しやすい環境の構築

計画目標①

地区特性に応じた

最適な運行形態による

移動サービスの導入と再編

計画目標②

交通機関間の接続の

円滑化

計画目標③

公共交通の利便性向上と

意識醸成による利用促進

計画目標④

地域公共交通の担い手

確保

① バス路線の維持および効率的な
公共交通ネットワークの形成

④ 新技術を活用した
新たな移動サービスの活用検討

⑤ 公共交通の利用促進に
向けたソフト施策の推進

目 標 値
( 現 状 )評価指標

利用者数
減少率

≦人口減少率

① 公共交通利用者数の
減少率と
人口減少率の差

７５％
(６７．６％)

② 乗合バス事業
経常収支率

5,750人/日
（5,224人/

日）

③ 主要交通結節点
利用者数

３０％
（２２％）

④ 公共交通利用者の
満足度

３０人/回
⑤ 公共交通ドライバーの

確保に向けた
イベントの参加人数

２-１. 函館市地域公共交通計画における施策
令和６年度の実施状況取組内容施 策

函館市バス生活路線維持費補助金の支
出・フィーダー補助金の活用など補助金の活用によるバス路線の維持１①バス路線の維持および効率的な

公共交通ネットワークの形成
系統の集約化などによる運行効率化２

路線バス利用者が少ないエリアの運行形態の見直し３
②地区特性に応じた運行形態の
見直しによる交通の確保 西部地区AIデマンド交通実証運行公共交通の利便性が低いエリアの解消に向けた

新たな交通の導入検討４

スマートバス停の設置情報発信の充実５

③バス路線網を踏まえた交通結節点の
乗継利便性向上

路線バス同士や他の交通機関との接続
性を意識したダイヤの見直しダイヤ見直しによる接続性向上６

バス停の待合環境向上７

西部地区AIデマンド交通実証運行
（再掲）AI デマンド交通の活用検討８

④新技術を活用した新たな
移動サービスの活用検討 グリーンスローモビリティ（グリスロ）の活用検討９

環境に配慮した公共交通の実現に向けた
新たなバス車両の導入検討10

バスの乗り方教室の開催広報・イベント活動による公共交通の利用促進11⑤公共交通の利用促進に向けた
ソフト施策の推進 地域住民との意見交換会の実施12

ICT 技術などの活用によるシームレスな乗継情報の
提供13⑥来訪者にとっても公共交通を

利用しやすい環境の構築

運転手合同就職相談会の開催公共交通ドライバーの魅力などの発信14⑦公共交通ドライバーの確保



・【函館市】 函館市バス生活路線維持費補助金の交付
市内で運行する生活路線の運行赤字を対象に，国や北海道と協調しながら補助

金を交付している。
・【協議会】 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金の活用
市道高松新湊線の沿線を運行する望洋団地線（函館バス㈱）の維持のため，国

庫補助金を活用すべく，必要となる事項について協議を行った。

２-２. 施策①バス路線の維持と効率的な公共交通ネットワークの形成

■函館市バス生活路線維持費補助金

下記３種の補助金を支出（合計:87,333,071円）

①地域間幹線系統維持費補助金

3系統
11,485,000

円

複数市町村にまたがる幹線系統に対し
国・道にて補助金を支出しているが，その
補助対象経費から除外されてしまう経費の
一部に対し，市が支出している補助金

②広域生活交通路線維持費補助金

11系統
37,065,000

円

系統キロ程が10km以上の広域的に運
行する生活路線について，道と協調して支
出している補助金

③函館市生活交通路線維持費補助金

38系統
38,783,071

円

経路上の全てのバス停留所が函館市内
に設置されている路線の赤字額の一部に対
し，市単独で支出している補助金

■地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
の活用

幹線系統を補完する，赤字の支線（フィーダー）の運行経
費に対して国が支出している補助金。本補助金の活用にあ
たり必要となる，運行計画の策定や，運行後の評価に係る
協議を函館市地域公共交通協議会にて協議を行っている。

・【協議会】 西部地区AIデマンド交通実証運行の事業報告書の作成
令和６年度に実施した，西部地区ＡＩデマンド交通実証運行の実施結

果に関する分析・課題の検討のため，運行区域内の町会等との意見交換会
を開催した上，協議会でも議論を重ね，事業報告書を作成した。
令和８年度は本報告書における改善案に基づき，再度実証運行を実施。

施策②地区特性に応じた運行形態の見直しによる交通の確保

施策④新技術を活用した新たな移動サービスの活用検討
２-３.

（１）運賃
・タクシーの初乗り運賃を参考にし，利用者が許容できる範囲内で運賃の値上げを行

うこと。
（２）運行内容
・運行日，運行時間，運行台数を利用実態に合わせて最適化し，経費の削減を

図ること。
・移動ニーズが高い目的地へ運行範囲を拡大すること。

（３）利用促進
・わかりやすいネーミングの検討
・AI デマンド交通を利用した具体的なお出かけ例の提案
・町会や商店など，地域を支える団体等に利用促進の呼びかけや周知への積極的な

協力を仰ぎ，「地域の足」という意識醸成を図ること。
（４）運行体制
・①交通事業者（運行主体），②行政（必要な調整や費用面での支援），③

地域（積極的な利用や協賛などにより運行を支える）の３者による協力体制を構築
すること。
（５）その他
・高齢者でもＷＥＢ予約を使いやすくする工夫
・地域住民の利用を妨げない範囲で観光需要を取り込むこと

改善案



・【協議会，協力:函館バス㈱】 バスの乗り方教室の開催
市内中学校１校，小学校２校，市内福祉施設１ヵ所にて路線バスの利用方

法に関する解説を行い，実際にバスを配車し乗車体験を行ったほか，市内認定こども
園にてバス車内の飾りつけと乗車体験を行った。
・【函館バス㈱】 バス冒険キング等の実施

夏・冬休み期間の市内小中学生を対象とした利用促進策等を実施

２-４. 施策⑤公共交通の利用促進に向けたソフト施策の推進

バスの乗り方教室
函館バス㈱の協力により，函館市立戸倉中学校，あさひ小学校，青柳小

学校，包括支援センターたかおかにて路線バスの利用方法に関する説明を行
い，乗車方法についてバス車両を用いて体験学習を実施した。また，はこだて
元町認定こども園の園児がバス車内の装飾と乗車体験を行い，公共交通を身
近に感じるためのきっかけづくりを行った。

バス冒険キング
小・中学生
を対象に
夏・冬休み
期間中に函
館バス車内
で「記名式
のnimoca
カード」で支
払った乗車
料金の半額
が後日ポイ
ントバックさ
れる取組。

（※資料：函館バス㈱）

・【道南地域公共交通活性化協議会】 Dohna!!（ドーナ）の利用促進
函館の市電やバス，近郊の鉄道やフェリー会社などが連携し，Googleマップで経路

を検索したり，乗り放題チケットをスマートフォンで購入・使用可能なWEBサービスであ
る「Dohna!!」について，来訪者の公共交通利用促進のため，ちらし・ポスターを空港
やクルーズ船ターミナル，鉄道駅に設置したほか，インバウンド向けの多言語版ちらし
等も配布した。これにより，交通モード間の連携や様々な立場の来訪者へのわかりや
すい案内が可能となり，観光の移動がより便利になることが期待される。

２-５.

●Dohna!!ちらし

施策⑥来訪者にとっても公共交通を利用しやすい環境の構築

（裏）道南版
（表）函館市内版



・【函館地区バス協会・道南地域公共交通活性化協議会】
バス運転手合同就職相談会の開催

道南地域のバス会社が会場に集まり，直接就職相談を行うことができる就職
相談会を３回開催

・【函館市】 公共交通運転手確保事業費補助金の開設
新たに採用する運転手の二種免許取得に係る経費を全額負担する事業者に

対して補助金を交付。（令和６年度開設）

２-６. 施策⑦公共交通ドライバーの確保

バス運転手合同就職相談会 函館市公共交通運転手
確保事業費補助金• 函館地区バス協会に加盟す

るバス会社が会場（渡島総
合振興局）に集まり，採用
条件・養成制度等に関する
こと等の個別相談を行うほか，
ハローワークとの雇用保険や
再就職手当等に関する個
別相談を実施

• 函館市も参画する道南地域
公共交通活性化協議会と
函館地区バス協会が共催し，
令和５年度から開催してい
る

• 深刻化するバスおよびタクシーの
運転手不足を受け，公共交通
運転手の確保を図り，将来に
わたり持続可能な公共交通ネッ
トワークを構築するため，運転
手に必要となる二種免許取得
に係る経費を全額補助する公
共交通事業者に対して支援

376,275円2名１社バス

1,234,513円14名３社タクシー

（※資料：道南地域公共交通活性化協議会）

３-１. 函館市地域公共交通計画における評価指標

令和６年度
達成状況

令和６年度
評価

目標値現状値評価指標

達成

公共交通
利用者数の減少率

(▲21.71%)
＜

人口減少率(3.27%)

公共交通
利用者数の減少率
≦ 人口減少率

（令和10年度）

公共交通
利用者数の減少率
＞ 人口減少率

公共交通利用者数の減
少率と
人口減少率の差

１

未達成
※前年度からは

上昇
70.45％75%

（令和10年度）
67.6%

（令和元年度）
乗合バス事業
経常収支率２

達成6,129人／日5,750人/日
（令和10年度）

5,224人/日
（令和3年度）

主要交通結節点
利用者数３

※最終年度にアンケート調査を実施して評価30%
（令和10年度）

22%
（令和4年度）

公共交通利用者の
満足度４

未達成１９人／回
30人/回

（令和６～
令和10年度）

－
公共交通ドライバーの
確保に向けたイベントの
参加人数

５

令和６年度評価では，評価指標５項目のうち，最終年度に評価を行う１項目を除く２項
目がすでに達成されていた。



・公共交通利用者数（函館バス㈱の路線バスおよび函館市電）は，基準年
とした令和4年度から増加していることから，減少率はマイナスとなっている。
・一方で函館市の人口は減少を続けていることから，令和７年度時点でも目
標を達成している。

３-２. 指標①公共交通利用者数の減少率と人口減少率の差

●公共交通利用者数 ●函館市総人口

令和７年度の公共交通利用者数の減少率
▲20．84％ ＜

人口減少率 ４．７７％

（※資料：函館バス㈱，函館市交通事業会計決算書，函館市（住民基本台帳人口））

R4 R5 R6 R7

■総人口 242,467 238,213 234,530 230,892

1.75% 3.27% 4.77%減少率

R4 R5 R6 R7

■バス利用者数

(函館・昭和・日吉営業所の

在籍車両の実績による）

6,394 7,297 7,676 7,794

■市電利用者数 4,436 4,990 5,506 5,293

■合計 10,830 12,287 13,182 13,087

△13.45% △21.71% △ 20.84%減少率

・収支率は改善を続けており，基準年とした令和元年度の数値よりも上昇して
いるが，目標値には至っていない。
・今後はさらなる利用促進等により，経営面から持続可能な公共交通の構築
を図る必要がある。

３-３. 指標②乗合バス事業収支率（函館バス㈱の数値）

※収支率の算出方法は，
経常収益÷経常費用×100

（※資料：函館バス㈱）

R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 目標値

収支率 67.58 59.44 56.81 62.32 67.85 70.45 72.49 75
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・評価指標は，函館駅前・五稜郭・亀田支所前・湯倉神社前の主要交通拠点の総利
用者数（乗降者数）としている。
・令和3年度以降増加し，令和６年度は前年度を下回ったものの，令和７年度は再
び増加し目標値を超えた状態にあることから，今後も施策を継続し，目標値以上の値
の維持を図る。

３-４. 指標③主要交通結節点利用者数

（※資料：函館バス㈱）

※利用者数は各年度
１０月のnimocaデー
タにより，各バス停の乗
降者数総数を，31日
で除算した１日平均
利用者数を使用

R3 R4 R5 R6 R7 目標値

合計 5,224 5,130 6,275 6,129 7,022

函館駅前 1,239 1,716 1,890 2,072 2,798

五稜郭 2,147 1,273 2,114 2,062 2,180

亀田支所前 1,161 1,435 1,547 1,373 1,469

湯倉神社前 677 706 724 622 575

5,750

・「バス運転手合同就職相談会」の参加者数は，全３回で計４０人，１回平均
では１３人となり，目標値３０人／回を下回っている。
・今後は参加者数を増やすために，開催方式や周知方法の工夫等について検討す
る必要がある。
・なお，採用者は計７名となっており，運転手の獲得には寄与している。

３-５. 指標⑤公共交通ドライバーの確保に向けたイベントの参加人数

※ 周知状況
道南各市町村の広報誌・HP・SNS掲載のほか，タウン誌・FMいるか等を活用

※ ③で実施した移住相談は1件であった。

（※資料：渡島総合振興局）

開催日 会場 参加者数 ※採用実績

①令和７年６月２２日（日） 14 2

②令和７年１０月２６日（日） 10 1

③令和８年３月１５日（日）
・渡島総合振興局

・会場と全国の参加者をWEBでつなぎ，事業者とオンライン相談を行う他，函
館市への移住相談も実施

16
（うち市外１）

4
（うち市外０）

40 7
13 2.3

【参考】令和６年度　計３回実施 ３回のうち１回、を東京の会場と函館をWEBでつなぐオンライン相談会を実施
５７

（うち東京会場１）
１４

（うち東京会場０）

合　　計

平　  均

渡島総合振興局



・４項目のうち（最終年度に評価を行うものを除く），２項目についてはすでに達成
されていることから，今後もその状態を維持する必要がある。
・一方，令和６年度に引き続き未達成となった２項目（「乗合バス事業経常収支
率」・「公共交通ドライバーの確保に向けたイベントの参加人数」）については，計画
年度中の達成に向け，内容の改善を図りつつ，施策の実施を継続する必要がある。

３-６. 令和７年度の評価指標毎の達成状況

令和７年度
達成状況

令和７年度
評価

目標値現状値評価指標

達成

公共交通
利用者数の減少率

(▲20.84%)
＜

人口減少率(4.77%)

公共交通
利用者数の減少率
≦ 人口減少率

（令和10年度）

公共交通
利用者数の減少率
＞ 人口減少率

公共交通利用者数の減
少率と
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５

・令和７年度の施策の実施状況については，西部地区ＡＩデマンド交通の実証運
行の事業報告を行ったほか，各種補助金の執行，交通事業者と連携したバスの乗り
方教室の実施などの取組を実施した。
・評価指標においては，令和６年度に引き続き，2項目が目標を下回っていることか
ら，次年度以降で改善を図る必要がある。
・令和７年度評価について，下記のとおり取りまとめ，主務大臣あて提出したい。

４ 全体評価

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

函館市地域公共交通計画の評価等結果（令和７年４月～令和８年３月）

備考評価・次年度に向けた課題や取組達成状況・分析調査方法目標を達成するための取組目標

達成状況を維持するため，施策の実施を
継続する。

達 成
（公共交通利用者数の減少
率▲2０.84%)＜（人口減

少率4.77%)

路線バスおよび路面電車利
用者数を確認

函館市バス生活路線維持費補
助金の交付，路線バス乗り方教
室の開催など

公共交通利用者数の
減少率 ≦
人口減少率

収支率は前年度より上昇傾向にあるものの，
目標値へ近づけるため，利用促進等の施
策を実施する。

未達成
（72.49％）

函館バス（株）の乗合バス
事業の経常収支率を確認

函館市バス生活路線維持費補
助金の交付など

乗合バス事業経常収支率
７５％

達成状況を維持するため，施策の実施を
継続する。

達 成
（7,022人／日）

４箇所の主要バス停の総利
用者数（バスICカード利用
者）を確認

路線バス乗り方教室の開催，ス
マートバス停の設置など

主要交通結節点利用者数
5,750 人/日

最終年度（令和10年度）
に市民アンケートを実施－－－－公共交通利用者の満足度

３０％

参加人数の増加へ向け，周知方法や開
催方式の見直しを行う。

未達成
（13人／回）

公共交通ドライバー募集に関
するイベントの参加人数を確
認

バス運転手合同就職相談会の
開催・函館市公共交通運転手
確保事業費補助金の支出など

公共交通ドライバーの
確保に向けたイベントの
参加人数
30 人/回


